
今回の題字は、 さん（甲田中学校3年）です。

まなみ

人 輝く・安芸高田

あきたかた
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9
月
定
例
会

9月定例会9月定例会

　

9
月
定
例
会
は
、
9
月
10
日

か
ら
10
月
6
日
ま
で
の
27
日
間

を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
な
ど
14
会
計
の
20

年
度
決
算
が
上
程
さ
れ
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。最
終
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は

下
記
の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
多
数
で
14
会
計

の
決
算
を
、
い
ず
れ
も
認
定
し

ま
し
た
。〈
決
算
審
査
は
6
〜
9

ペ
ー
ジ
に
掲
載
〉

　

ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
15
議
案
、
議
員
発
議
案
2

件
、諮
問
1
件
を
審
議
し
、い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
と

し
、
請
願
1
件
を
採
択
し
ま
し

た
。（
委
員
会
に
議
案
審
査
を
付

託
さ
れ
た
も
の
は
17
〜
18
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　

一
般
質
問
で
は
、
13
名
が
市

政
を
問
い
ま
し
た
。

（
10
〜
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

採
決
！

討
論

そ
の
前
に

反
対
討
論

　
亀
岡

　

葬
斎
場
の
葬
儀
場
に
つ
い
て

は
、
民
間
で
ま
か
せ
ら
れ
る
も

の
は
民
間
に
ま
か
せ
る
べ
き
。

市
民
と
心
を
通
い
合
わ
せ
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
て
反

対
。

賛
成
討
論

　
今
村

　

透
明
度
の
高
い
行
政
経
営
に

向
け
て
、
行
政
評
価
制
度
に
よ

る
事
務
事
業
評
価
な
ど
の
導
入

を
す
す
め
て
い
る
の
で
賛
成
。

　
入
本

ス
ム
ー
ズ
な
審
査
を
認
め
て
賛

成
と
す
る
。

議
員
発
議
案（
2
件
）

●
天
皇
陛
下
御
即
位
20
年
を
奉

祝
す
る
賀
詞
の
決
議

●
地
方
自
治
の
継
続
性
を
守
る

た
め
の
予
算
執
行
を
求
め
る

決
議

可
決
　
　
　
　
　
　

諮
　
　
　
問（
1
件
）

●
人
権
擁
護
委
員
へ
の
推
薦

天
根　

信
子
さ
ん

八
千
代
町
佐
々
井　

同
意
　
　
　
　
　
　

請
　
　
　
願（
1
件
）

●
Ｊ
Ｒ
芸
備
線　

向
原
駅
・
甲

立
駅
の
昇
降
設
備
設
置
を
求

め
る
請
願採

択
　
　
　
　
　
　

（
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
一
般
会
計

討
論
あ
り
　
賛
成
18
　
反
対
1

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事

業
特
別
会
計

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

●
飲
料
水
供
給
事
業
特
別
会
計

●
水
道
事
業
特
別
会
計

一
般
会
計
を
除
く
13
会
計
に
つ
い

て
は
討
論
な
し
、全
員
賛
成
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一
般
会
計
補
正
予
算

可
　
　
　
　
決

11億1,019万8千円 増額
国の地域活性化・公共投資臨時交付金、
安全・安心な学校づくり交付金で

まずは、吉田小・中学校、向原中学校の耐震化工事を！

補正予算補正予算

　

補
正
予
算
に
関
し
て
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
と
8
つ

の
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
9
名
の
議
員
が
質

疑
を
お
こ
な
い
、
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
1
名
の
議
員
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
も
、
原

案
の
と
お
り
可
決
と
し
ま

し
た
。

●
地
方
交
付
税
、国
・
県
よ
り
の
補
助
金
と
し
て

　

9
億
8
、4
3
9
万
8
千
円

●
小
学
校
耐
震
化
事
業
・
消
防
事
業
・
災
害
復
旧
事
業
な
ど
へ
の

　

市
債
1
億
1
、8
8
0
万
円

●
寄
付
金
な
ど
7
0
0
万
円

を
歳
入
と
し
て
追
加
補
正

●
市
税
還
付
金　

2
、5
0
0
万
円

　
（
景
気
低
迷
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
還
付
請
求
の
増
大
）

●
学
校
耐
震
化
と
学
校
施
設
設
備
等
の
事
業
費

　

7
億
8
、6
0
4
万
円

●
災
害
復
旧
費　

7
、8
2
7
万
円

な
ど
を
歳
出
と
し
て
追
加
補
正

歳　　　入主 な 歳 出

耐震化が急がれる吉田中学校
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補正予算補正予算

今
村

　

市
税
還
付
金
の
内
容
と
21

年
度
に
お
け
る
見
通
し
は
。

山
本
市
民
部
長

　

現
在
54
社
か
ら
還
付
請
求

が
あ
り
、
今
後
も
9
月
末
ま

で
に
出
て
く
る
も
の
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
3
月
決
算
の

企
業
が
多
い
の
で
、
ほ
ぼ
大

き
な
も
の
は
終
わ
り
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
秋
田

　

自
殺
対
策
へ
の
取
り
組
み

は
。

重
本
福
祉
保
健
部
長

　

県
よ
り
3
分
の
2
の
補
助

事
業
を
使
っ
て
、
自
殺
予
防

対
策
連
絡
協
議
会
を
設
置

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
自
殺
予
防
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

今
村
・
金
行
・
前
重

　

学
校
耐
震
化
の
進
捗
状
況

と
事
業
執
行
に
つ
い
て
は
。

田
丸
教
育
次
長

　

今
回
の
3
校
に
つ
い
て

は
、
財
政
的
に
有
利
な
補
助

金
等
を
使
い
ま
す
。
実
施
設

計
の
完
了
は
22
年
１
月
。
工

事
は
年
度
内
の
発
注
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
長
期
休
業
中
の
工
事

の
工
程
を
組
ん
だ
り
、
仮
設

に
よ
る
対
応
な
ど
を
考
え
て

い
ま
す
。

児
玉

　

八
千
代
開
発
公
社
財
政
援

助
補
助
金
と
退
職
金
の
考
え

方
は
。

清
水
総
務
企
画
部
長

　

急
き
ょ
発
生
し
た
退
職
金

の
補
助
で
す
。
退
職
引
当
金

と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
経

営
形
態
へ
の
努
力
を
す
る
よ

う
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

自殺の標準化死亡比

0
20
40
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80
100
120
140
160
180

ひとくち
メモ

標 準 化 死 亡 比 とは？
標準とする集団（全国）に比べて何倍死亡が高いかを示す値。

１００が全国の平均並み、１００より大きい場合は、全国平均より死亡率が高い。

全国
広島地域

芸北地域 安芸高田市 安芸太田町
北広島町

備北地域

自殺の標準化死亡比（平成１２～１６年）

芸北地域管内自殺死亡数の推移
16
14
12
10
8
6
4
2
0

H１５ H16 H17 H18 H19 （年）

（人）

安芸高田市
安芸太田町
北 広 島 町
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補正予算補正予算

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
質
疑

入
本

　

環
境
衛
生
費
の
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
の
増
員
と
効
果

は
。

山
本
市
民
部
長

　

昨
年
度
失
業
対
策
と
し

て
、
13
名
を
緊
急
雇
用
し
、

3
ヶ
月
で
30
ｔ
の
ゴ
ミ
の
収

集
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
当
初
6
名
で
し
た

が
、県
の
追
加
助
成
を
受
け
、

12
名
に
し
て
昨
年
度
以
上
の

清
掃
効
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

前
川

　

野
菜
生
産
振
興
対
策
補
助

金
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
等
の
助

成
の
報
告
は
。

金
岡
産
業
振
興
部
長

　

多
種
の
野
菜
生
産
の
た
め

の
ハ
ウ
ス
助
成
を
行
い
、
補

助
に
つ
い
て
は
、
実
績
報
告

等
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
村

　

今
回
の
市
債
の
特
徴
は
。

武
岡
行
政
経
営
課
長

　

消
防
債
は
過
疎
債
で
充

当
、
学
校
耐
震
化
は
合
併
特

例
債
で
、
災
害
関
係
は
農
林

災
害
ま
た
は
土
木
災
害
復
旧

事
業
債
を
充
当
し
ま
す
。

今
村

　

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
効

果
は
。

山
本
市
民
部
長

　

19
年
度
か
ら
徴
収
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。
国
保
税
の
収
納
率
は
19

年
・
20
年
と
合
併
後
初
め
て

95
％
を
上
回
り
、
県
の
連
合

会
か
ら
奨
励
金
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

不法投棄パトロール

野菜生産振興対策補助金のハウス等助成
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決算審査決算審査

委
員
長　

青
原　

敏
治

副
委
員
長　

宍
戸　

邦
夫

委　
　

員　

大
下　

正
幸

先
川　

和
幸

前
川　

正
昭

秋
田　

雅
朝

金
行　

哲
昭

亀
岡　
　

等

塚
本　
　

近

決
算
審
査
特
別
委
員
会

294億367万円（対前年度71億6,782万円減）
20年度決算規模（14会計）歳出額

　

平
成
20
年
度
安
芸
高

田
市
一
般
会
計
、
そ
の

他
13
の
特
別
会
計
が
、

9
月
定
例
会
初
日
（
9

月
10
日
）
の
本
会
議
で

付
託
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

延
べ
3
日
間
慎
重
に
審

査
を
重
ね
、
採
決
の
結

果
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

（
そ
の
う
ち
一
般
会
計
決

算
は
、
賛
成
7
、
反
対

1
で
、
特
別
会
計
は
全

員
賛
成
で
し
た
）

反
対
討
論

亀
岡

　

葬
斎
場
計
画
に
あ
る
葬
儀

場
併
設
に
つ
い
て
、
民
意
は

火
葬
場
の
早
期
整
備
で
あ
り
、

葬
儀
場
建
設
は
必
要
な
い
。

　

財
政
の
ム
ダ
使
い
で
あ
り

反
対
。

決 

　
　
　
　
算 市民1人あたり支出額90万8千円（人口：21年3月末　32,380人）

亀
岡

大
下
・
先
川

宍
戸
・
前
川

秋
田
・
金
行

塚
本

反
対
者
　
1
名

賛
成
者
　
7
名

JA広島北部「虹のホール」
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決算審査決算審査

先
川

　

多
額
の
不
用
額
が
で
て
い

る
が
。

清
水
総
務
企
画
部
長

　

予
算
に
対
し
て
お
お
む
ね

２
％
程
度
で
、国
・
県
の
指
導

の
範
囲
程
度
と
思
い
ま
す
。

亀
岡

　

市
税
の
収
入
未
済
額
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
は
。

藤
川
副
市
長

　

税
の
担
当
職
員
を
非
常
勤

で
1
名
、
税
外
収
入
に
つ
い

て
も
専
門
徴
収
官
を
設
け
、

督
促
・
催
促
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

金
行

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
施
設
整
備

事
業
の
結
果
は
。

広
瀬
情
報
化
推
進
室
長

　

市
内
95
施
設
の
テ
レ
ビ
共

同
受
信
施
設
の
う
ち
、
デ
ジ

タ
ル
改
修
が
完
了
し
た
も

の
、
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
受
信
で
き
る
も
の
が
31

施
設
で
す
。
残
り
64
施
設
は

23
年
7
月
ま
で
に
改
修
す
る

計
画
で
す
。

亀
岡

　

課
税
台
帳
の
現
況
地
目
と

現
況
が
相
違
す
る
土
地
に

つ
い
て
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

山
本
市
民
部
長

　

納
税
者
の
方
へ
現
況
調
査

の
結
果
を
案
内
し
、
24
年
度

か
ら
地
目
変
更
に
向
け
理
解

を
得
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

秋
田

　

不
法
投
棄
防
止
の
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
効
果
は
。

久
保
市
民
生
活
課
長

　

設
置
し
た
場
所
へ
の
不
法

投
棄
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

地上デジタル放送受信整備は

不法投棄防止の監視カメラ

収入未済額1億6,265万円
市
　
　
税
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決算審査決算審査

相談職員の設置

図書館の積極活用（甲立小学校）

障害者福祉相談職員配置の効果は

図書館の積極的活用を

金
行

　

障
害
者
福
祉
相
談
新
設
の

効
果
は
。

西
村
社
会
福
祉
課
長

　

非
常
勤
職
員
1
名
配
置

し
、
障
害
者
の
方
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

先
川

　

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
の
効
果
は
。

沖
野
高
齢
者
福
祉
課
長

　

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
て
、
20
年
度
に
2
回

実
施
し
、
113
名
の
参
加
で
好

評
で
す
。

秋
田
・
金
行

　

全
国
学
力
調
査
状
況
の
結

果
か
ら
、
応
用
力
に
課
題
が

あ
り
、
学
校
図
書
館
整
備
を

積
極
的
に
推
進
し
、
応
用
力

の
向
上
を
図
り
た
い
と
あ

る
が
。

大
下
学
校
教
育
推
進
室
長

　

図
書
の
整
備
と
あ
わ
せ
、

各
学
校
で
は
、
年
間
読
書
指

導
計
画
を
作
成
し
て
い
ま

す
。そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

授
業
で
の
図
書
館
利
用
を
推

進
し
、
資
料
を
読
み
解
く
力

な
ど
、
応
用
力
を
つ
け
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。
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決算審査決算審査

超過減反対策を

「梨のたれ」「梨のジャム」等の加工グループ

特別会計事業の独自運営を
亀
岡

　

上
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
行
革
集
中
プ
ラ
ン
で
は

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
よ

り
「
繰
り
出
し
金
の
抑
制
を

図
る
」
と
あ
る
が
、
特
別
会

計
に
お
け
る
今
後
の
あ
り
方

は
。

廣
政
部
長

　

特
別
会
計
事
業
は
、
独
自

で
経
営
し
て
い
く
の
が
基
本

的
な
姿
勢
で
す
。
受
益
者
と

い
う
処
理
区
の
中
で
、
特
定

財
源
と
し
て
の
使
用
料
・
負

担
金
で
は
足
ら
な
い
場
合

は
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
て
い
ま
す
。
独
自
で
の
運

営
は
当
然
必
要
で
、処
理
区
、

給
水
区
の
加
入
率
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
き

な
課
題
で
す
。

塚
本

　

八
千
代
四
季
の
里
の
農
園

も
含
め
た
施
設
の
現
状
は
。

清
水
地
域
営
農
課
長

　
20
年
9
月
か
ら
市
直
営
で

管
理
し
て
い
ま
す
。今
後
、新

た
な
運
営
者
を
探
す
べ
く
、

こ
れ
ま
で
の
経
営
法
人
の
破

産
手
続
き
中
で
す
。

前
川

　

水
稲
減
反
に
お
い
て
56
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
超
過
が
あ
る

が
、
転
作
配
分
を
減
ら
す
工

夫
は
で
き
な
い
か
。

清
水
地
域
営
農
課
長

　

毎
年
こ
の
こ
と
を
含
め
て

調
整
し
配
分
し
て
い
ま
す

が
、未
達
成
に
な
る
リ
ス
ク

も
あ
り
、
困
難
な
作
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

宍
戸

　

本
市
の
小
さ
な
加
工
グ
ル

ー
プ
を
行
政
は
把
握
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
支
援

策
は
。

小
田
農
産
物
流
通
促
進
室
長

　
実
態
を
つ
か
む
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
加
工
グ
ル
ー

プ
や
そ
れ
に
関
わ
る
方
々

が
、
意
欲
を
も
っ
て
生
産
活

動
が
で
き
る
手
法
に
つ
い

て
、
今
後
十
分
な
検
討
を
進

め
ま
す
。
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一般
質問

市政を問う市政を問う

行
政
経
営
は

市
長
／
施
策
評
価
を
実
施

行政評価

今村　義照
（あきの会）

今
村　

行
政
経
営
の
視

点
か
ら
、
市
の
行
政
を

ど
う
進
め
ら
れ
よ
う
と

す
る
の
か
。

市
長　

総
合
計
画
の
体

系
に
基
づ
き
、
行
政
評

価
を
事
業
予
算
に
反
映

さ
せ
ま
す
。
20
年
度
の

試
行
に
続
き
、
今
年
度

は
、
す
べ
て
の
施
策
評

価
を
実
施
し
、
目
的
達

成
の
た
め
の
事
業
を
予

算
化
し
、
執
行
し
て
い

き
ま
す
。

今
村　

業
務
委
託
に
、

市
場
化
テ
ス
ト
の
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
視
点
か
ら
導
入

を
検
討
し
ま
す
。
行
政

改
革
の
中
で
、
指
定
管

理
者
制
度
、
民
間
へ
の

外
注
化
な
ど
、
各
種
業

務
委
託
が
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
よ
う
、

鋭
意
研
究
中
で
す
。

今
村　

地
域
内
分
権
を

ど
う
推
進
す
る
の
か
。

市
長　

市
民
へ
の
協

力
、
市
民
と
職
員
と
の

距
離
を
短
く
し
、
地
域

の
責
任
に
お
い
て
自
主

的
、
主
体
的
に
実
施
で

き
る
体
制
を
検
討
し

ま
す
。
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一般
質問

１３名が１３名が

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　　
対
策
は

市
長
／
予
防
と
啓
発
を
強
化

危機管理

赤川　三郎
（新政会）

赤
川
　
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
策
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
は
。

市
長　

市
は
国
及
び
県

の
対
応
を
踏
ま
え
、
4

月
30
日
付
で
危
機
管
理

対
策
本
部
を
設
置
し
、

全
部
局
が
注
意
体
制
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
感

染
予
防
策
と
し
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
日
常

生
活
の
中
で
予
防
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
肝
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
も
啓
発
を
行
う
と
同

時
に
、
公
共
施
設
へ
の

消
毒
液
の
設
置
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
引
き

続
き
注
意
喚
起
等
、
啓

発
を
強
化
し
ま
す
。

赤
川　

住
宅
火
災
警
報

器
の
設
置
普
及
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
は
。

市
長　

既
存
住
宅
へ
の

設
置
は
23
年
5
月
31
日

ま
で
猶
予
が
あ
り
ま
す

が
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
早
期
設
置
が
必
要

で
す
。
市
民
の
危
機
に

関
す
る
重
大
な
事
項
で

あ
り
、
法
定
内
に
設
置

で
き
る
よ
う
啓
発
な
り

指
導
を
行
い
ま
す
。

和
田　

地
元
住
民
の
反

対
で
、
本
年
度
供
用
開

始
が
で
き
な
か
っ
た
原

因
は
市
に
あ
る
の
で

は
。

市
長　

現
在
個
別
に
協

議
中
で
す
。（
９
月
時

点
で
環
境
調
査
と
測
量

は
合
意
）

和
田　

地
元
業
者
の
保

護
や
経
費
削
減
の
た

め
、
葬
儀
場
の
併
設
は

不
要
で
は
。

市
長　

用
地
変
更
や
建

設
規
模
等
、
過
去
に
承

認
済
み
で
す
。
こ
の
方

向
で
進
み
、
経
費
削
減

を
考
え
、
本
年
度
の
計

画
、
調
査
等
も
実
施
し

て
、
早
期
着
工
に
向
け

努
力
し
ま
す
。

和田　一雄
（尊和会）

葬
斎
場

葬儀場建設計画の
行方は
市長／個別に協議中

和
田　

職
員
給
与
と
地

元
企
業
と
の
格
差
が
大

き
す
ぎ
る
と
思
う
が
。

市
長　

給
与
格
差
の
こ

と
は
、
国
や
他
の
地
方

公
共
団
体
、
民
間
の
実

態
を
把
握
し
、
市
民
に

納
得
し
て
も
ら
え
る
形

で
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

建設計画の行方は

公共施設への消毒液設置
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一般
質問

塚本　　近
（新政会）

家
族
介
護

安心感の福祉政策は

市長／施設入所者とのバランスを

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

教
育
長
／
条
件
整
備
に
努
力

社会教育

宍戸　邦夫
（無所属）

宍
戸
　
学
校
二
学
期
制

と
そ
の
効
果
は
。

教
育
長
　
学
期
制
の
選

択
は
、
学
校
長
の
主
体

性
に
任
せ
て
い
ま
す
。

向
原
小
・
中
学
校
が
実

施
し
、
教
師
は
児
童
生

徒
の
学
習
の
到
達
度
を

し
っ
か
り
把
握
し
つ
つ

評
価
活
動
を
充
実
さ

せ
、
学
習
意
欲
や
学
力

向
上
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

宍
戸
　
ス
ポ
ー
ツ
・
芸

能
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
指
導
者
の
活
動
の
評

価
と
学
校
教
育
以
外
の

教
育
振
興
の
考
え
は
。

塚
本　

家
族
の
介
護
が

ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
な

い
現
状
と
、
膨
張
す
る

介
護
費
用
、
住
宅
改
築

費
用
等
、
経
済
的
に
崩

壊
寸
前
の
介
護
事
情
に

手
当
の
支
給
は
。

市
長
　
在
宅
で
要
介
護

3
以
上
の
方
を
介
護
し

て
お
ら
れ
る
非
課
税
の

方
に
、
月
額
５
千
円
の

手
当
を
支
給
。今
後
は
、

施
設
入
所
者
と
の
バ
ラ

ン
ス
等
を
み
な
が
ら
充

実
し
ま
す
。

スポーツ少年団と老人クラブの交流

安心感の福祉政策を

教
育
長
　
多
く
の
指
導

者
の
活
動
で
、
ス
ポ
ー

ツ
は
全
国
大
会
出
場
な

ど
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
地
域
の
伝
統
文
化

伝
承
に
は
、
お
力
添
え

が
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
た
め
の
条
件

整
備
に
は
努
力
し
ま

す
。

塚
本　

積
雪
地
域
で

は
、
屋
内
で
は
自
立
で

き
て
も
積
雪
期
間
は
社

会
的
に
自
立
で
き
な
い

高
齢
者
が
圧
倒
的
に
多

い
。
地
域
に
密
着
し
た

施
策
が
必
要
と
思
う

が
。

市
長
　
介
護
保
険
制
度

は
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
本
市
と
し

て
地
域
課
題
に
対
応
し

た
施
策
を
行
う
こ
と
は

必
要
と
思
い
ま
す
。
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一般
質問

災
害
時

要
援
護
者
対
策
は

市
長
／
情
報
を
迅
速
に

地域防災計画

前重　昌敬
（無所属）

前
重　

18
年
9
月
の
台

風
13
号
に
よ
る
豪
雨
災

害
の
教
訓
に
よ
り
、
在

宅
・
施
設
に
お
け
る
気

象
・
災
害
情
報
を
伝
達

す
る
た
め
の
、
防
災
無

線
等
の
施
設
整
備
の
取

り
組
み
状
況
は
。

市
長
　
主
に
電
話
ま
た

は
有
線
放
送
に
よ
る
情

報
伝
達
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
有
線
放
送
の
加

入
率
が
低
い
こ
と
、
防

災
無
線
に
お
い
て
も
統

一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
地
域
情
報
化
推

進
施
策
と
し
て
統
一
的

な
シ
ス
テ
ム
再
編
に
向

け
整
備
手
法
を
検
討
し

ま
す
。

前
重　

予
約
乗
合
ワ
ゴ

ン
に
お
け
る
障
害
の
あ

る
方
々
の
移
動
の
支
援

策
は
。

市
長　

利
用
者
負
担
が

少
な
く
安
価
で
外
出
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

考
え
ま
す
。

市道柳原線

１8年の台風13号による災害

金行　哲昭
（政友会）

悪
質
業
者

安心できる消費生活を

市長／生活相談員の配置

金
行
　
消
費
者
を
取
り

巻
く
経
済
環
境
は
、
高

度
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化
で
急
激
に
変
化

し
、
こ
れ
に
伴
い
悪
質

事
業
者
に
よ
る
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
る
が
、
予

防
策
は
。

市
長
　
ト
ラ
ブ
ル
が

年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
我
が
市
で
は
専

門
的
知
識
を
持
っ
た
消

費
生
活
相
談
員
を
配
置

し
、
相
談
日
を
設
け
て

相
談
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

金
行
　
老
人
ホ
ー
ム
百

楽
荘
か
ら
小
原
に
向
か

う
市
道
柳
原
線
に
は
、

防
犯
灯
が
必
要
で
あ
る

が
。
ま
た
、
県
道
吉
田

口
停
車
場
線
の
落
合
橋

付
近
交
差
点
は
、
事
故

が
多
発
し
て
い
る
が
対

策
は
。

市
長
　
柳
原
線
は
防
犯

灯
の
設
置
を
早
急
に
検

討
し
ま
す
。
落
合
橋
の

所
は
警
察
署
や
道
路
管

理
者
等
と
協
議
の
上
、

最
善
の
方
法
で
検
討
し

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
域
医
療
体
制
に
つ

い
て
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一般
質問

青原　敏治
（あきの会）

葬
斎
場

建設時期は

市長／23年度予定

統
廃
合
に
よ
る
地
域
の

教
育
力
の
低
下
は

教
育
長
／
よ
り
充
実
し
た
地
域
と
の
連
携
を

協　育

山根　温子
（無所属）

山
根　

協
力
し
て
育
て

る
協
育
を
重
視
す
る
教

育
委
員
会
に
と
っ
て
、

現
在
の
規
模
適
正
化
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
学
校

統
廃
合
は
、
地
域
の
教

育
力
の
低
下
を
も
た
ら

す
の
で
は
。

教
育
長　

平
成
30
年
、

複
式
に
な
る
小
学
校
が

13
校
中
8
校
と
い
う
状

況
で
、
守
る
べ
き
も
の

は
守
り
、
育
て
る
べ
き

も
の
は
育
て
、
新
た
な

学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
た
め
に
検
討
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
地
域
の
学

校
あ
る
い
は
地
域
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
考
え

方
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
根　

体
力
づ
く
り
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修

整
備
が
応
急
処
置
に
と

青
原　

葬
斎
場
の
建
設

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

市
長　

新
し
い
葬
斎
場

の
建
設
に
あ
た
っ
て
、

今
年
度
中
に
周
辺
の
環

境
影
響
や
交
通
安
全
対

策
計
画
な
ど
の
調
査
を

完
了
し
、
22
年
度
に
は

実
施
設
計
を
行
い
、
23

安芸高田「かがやき」プラン

保育時間の延長を

ど
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
今
後
の
整

備
方
針
は
。

教
育
長　

計
画
的
に
改

修
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

年
度
に
は
葬
斎
場
本
体

の
建
設
に
入
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
既
存
の
火

葬
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、
葬
斎
場
の
供
用
開

始
と
同
時
に
廃
止
す
る

予
定
で
す
。

青
原　

公
立
保
育
所
の

保
育
時
間
の
延
長
に
つ

い
て
、
土
曜
日
の
時
間

延
長
も
対
応
で
き
な
い

か
。

市
長　

ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
等
に
よ
る

24
時
間
保
育
を
現
在
検

討
中
で
す
。
24
時
間
保

育
は
、
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
も
含
め
て
考
え
て

い
ま
す
。
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一般
質問

開
通
後
の

定
住
施
策
促
進
は

市
長
／
必
要
な
制
度
を
検
討

可部バイパス

山本　　優
（無所属）

山
本　

可
部
バ
イ
パ
ス

開
通
後
の
定
住
促
進
施

策
に
つ
い
て
。

市
長　

定
住
者
促
進
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
制

度
が
必
要
か
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
本　

市
外
通
勤
職
員

の
市
内
へ
の
定
住
要
望

に
つ
い
て
。

市
長　

人
口
増
を
計
る

こ
と
は
重
要
な
公
約
で

あ
り
、
職
員
の
協
力
を

要
望
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

山
本　

市
の
機
構
改
革

に
つ
い
て
、
合
併
後
の

現
状
を
検
証
し
、
機
構

改
革
の
再
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

常
に
検
証
し
、

改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は

改
め
、
市
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

こばと園の建て替えは

工事が進む可部バイパス

児玉　史則
（無所属）

介
護
職
の
不
足

外国人の受け入れ窓口は

市長／支援の窓口を設置

児
玉　

歳
入
が
減
る
な

か
で
、
三
セ
ク
へ
の
負

担
が
重
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
継
続
性
に
関
し
、

見
直
す
時
期
で
は
な
い

か
。

市
長　

継
続
性
は
避
け

て
通
れ
な
い
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
福
祉
や
教
育
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
配
分

し
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

営
業
成
績
を
上
げ
る
た

め
に
協
力
で
き
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。

児
玉　

今
後
は
外
国
人

に
頼
る
こ
と
も
必
要
。

支
援
す
る
窓
口
が
必
要

で
は
。

市
長　

少
子
高
齢
化
が

進
み
、
外
国
人
の
受
け

入
れ
を
最
重
点
に
考
え

て
も
お
か
し
く
な
い
。

来
年
度
に
は
窓
口
を
設

け
て
対
応
で
き
る
よ
う

考
え
ま
す
。

児
玉　

向
原
こ
ば
と
園

建
て
替
え
の
具
体
的
な

計
画
は
。

市
長　

向
原
地
域
に
お

け
る
他
の
施
設
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
等
も
含

め
、
総
合
的
に
考
え
、

建
設
す
る
方
向
で
進
め

ま
す
。
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一般
質問

入本　和男
（あきの会）

災
　
害

建設残土の管理は

市長／市と県が連携して

本
格
実
施
に
む
け
て
の

課
題
対
応
は

教
育
長
／
教
員
の
自
力
を
向
上

新学習指導要領

秋田　雅朝
（政友会）

秋
田　

各
学
校
で
「
教

員
不
足
」
は
。

教
育
長　

大
き
な
課
題

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

教
員
定
数
削
減
の
中
で

す
が
、
加
配
要
望
は
引

き
続
き
強
力
に
行
い
ま

す
。

秋
田　

授
業
数
増
に
よ

る
教
員
の
多
忙
・
負
担

増
は
。

教
育
長　

学
校
評
価

等
、
負
担
増
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
人
的
な

支
援
を
継
続
し
て
行
い

ま
す
。

秋
田　

実
施
に
む
け
て

本
市
の
最
た
る
課
題
対

応
は
。

教
育
長　

今
後
は
、
教

員
の
指
導
力
・
授
業
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

入
本　

県
認
可
の
建
設

残
土
の
災
害
対
応
は
。

市
長　

市
内
に
8
箇
所

あ
り
ま
す
が
、
県
と
連

携
し
、
市
も
立
会
し
て

指
導
し
て
い
ま
す
。

新学習指導要領の本格実施に向けて

建設残土処分地

秋
田　

こ
う
し
た
課
題

と
学
習
補
助
員
配
置
の

関
連
は
。

教
育
長　

教
員
の
負
担

軽
減
・
児
童
の
学
力
向

上
等
に
多
大
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

秋
田　

学
級
閉
鎖
等
が

生
じ
た
場
合
の
授
業
数

不
足
の
対
応
は
。

教
育
長　

学
力
に
関
係

す
る
た
め
、
冬
季
休
業
の

短
縮
等
、
対
策
を
講
じ

学
力
定
着
の
方
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

入
本　

各
振
興
会
に
自

主
防
災
組
織
の
設
置

を
。

市
長　

現
在
26
組
織
が

設
立
さ
れ
、
今
後
も
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

入
本　

無
料
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
介
護
者
の
、
介

護
の
た
め
の
「
予
約
乗

合
ワ
ゴ
ン
」
利
用
料
金

を
無
料
に
す
る
考
え

は
。

市
長　

22
年
10
月
の
市

内
全
域
実
施
ま
で
に
検

討
し
ま
す
。

入
本　

全
国
大
会
出
場

者
に
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ

基
金
」
の
考
え
は
。

市
長　

出
場
選
手
は
、

旅
費
・
宿
泊
料
等
大
き

な
負
担
の
実
態
が
あ

り
、
慎
重
に
検
討
し
ま

す
。

入
本　

観
光
振
興
に
、

安
芸
高
田
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
。

市
長　

研
究
・
検
討
し

ま
す
。



委
員
長　

赤
川　

三
郎

副
委
員
長　

山
根　

温
子

委　
　

員　

大
下　

正
幸

先
川　

和
幸

金
行　

哲
昭

今
村　

義
照

藤
井　

昌
之

総
務
企
画
常
任
委
員
会

昇降設備の設置を求める請願
ＪＲ芸備線　甲立駅・向原駅に

ひとくち
メモ 請願と陳情

　

9
月
定
例
会
で
付
託
さ

れ
た
J
R
芸
備
線　

甲
立

駅
・
向
原
駅
に
昇
降
設
備

の
設
置
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て
、
9
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
両
駅
の

現
地
調
査
を
行
い
、
請
願

の
趣
旨
や
内
容
を
十
分
に

理
解
し
た
う
え
で
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
採
択

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

紹介議員による説明を受け、また現地調査を行い、高齢者・障がい者などの利用
が非常に困難となっている状況を確認しました。

　

10
月
23
日
、
議

長
・
市
長
の
連
名

で
、Ｊ
Ｒ
西
日
本

広
島
支
社
に
対
し

「
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
甲

立
駅
・
向
原
駅
へ

昇
降
設
備
設
置
の

要
望
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

採
択
の
後
に

〔向原駅〕

〔甲立駅〕

西
山　

登
司
教

ほ
か
40
名

宍
戸
・
金
行
・
入
本
・
今
村

児
玉
・
先
川
・
前
川

提
出
者

甲
田
町

紹
介
議
員

甲立駅には駅舎側・ホーム側どちらにも
昇降設備はない

向原駅ホーム側

安芸高田市議会だより17

総務企画総務企画

　市政などについての意見や要望があるときは、
誰でも請願書や陳情書を議会に提出することがで
きます。
　請願書を提出するときは、議員の紹介を必要と
します。陳情書の場合は議員の紹介は必要ありま
せん。
　詳しくは、議会事務局（42-5621）へお問い合
わせください。
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委
員
長　

秋
田　

雅
朝

副
委
員
長　

前
川　

正
昭

委　
　

員　

前
重　

昌
敬

和
田　

一
雄

入
本　

和
男

亀
岡　
　

等

産
業
建
設
常
任
委
員
会

雇用促進住宅 取得!!

７,３０３万円
「吉田郡山宿舎 ３棟」 人口流出防止が目的

　

9
月
定
例
会
で
付
託
さ

れ
た
議
案
3
件
を
、
9
月

18
日
に
委
員
会
を
開
き
、

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、陳
情
書
1
件
を
、

意
見
を
付
し
て
市
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。

付
託
案
件

○
安
芸
高
田
市
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者

　
〔
安
芸
高
田
市
高
宮
青

空
市 

湯
の
森
店
〕

○
財
産
の
取
得

　
〔
雇
用
促
進
住
宅 

吉
田

郡
山
宿
舎
〕

○
安
芸
高
田
市
有
住
宅

条
例

採択後、枝切り整理されたカエデ

陳
情
書

　
「
唯
称
庵
跡
カ
エ
デ
林
」

周
辺
の
カ
エ
デ
枝
切
り
等

整
備
に
つ
い
て

内
容　

広
島
県
指
定
天
然
記

念
物「
唯
称
庵
跡
カ
エ
デ
林
」

付
近
の
カ
エ
デ
に
つ
い
て
、

枯
死
し
た
枝
の
伐
去
と
樹
勢

回
復
の
処
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
意
　
見
】

○
県
の
応
急
措
置
（
枯
死
の

伐
採
と
施
肥
）

○
樹
木
医
の
診
断
を
受
け
る

和
田　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
に
つ
い
て
、
概
要
は
。

産業建設産業建設

ゆ
い
し
ょ
う
あ
ん

〔土　地〕

〔建　物〕　
　

〔取得額〕

佐
々
木
住
宅
政
策
課
長

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
在
設
計
を

行
っ
て
い
ま
す
。
1
号
棟
は

進
入
路
が
車
椅
子
用
と

な
っ
て
お
り
、
屋
根
部
分
が

2
階
の
通
路
を
越
え
て
お

り
2
階
に
止
ま
れ
な
い
た

め
不
経
済
と
な
り
ま
す
。
2

棟
分
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
が
、
基
礎
等
に
費
用
が
か

か
り
す
ぎ
る
た
め
、
3
号
棟

1
棟
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
1

基
を
設
置
し
、
各
通
路
を
渡

り
廊
下
で
結
ぶ
予
定
で
す
。

内　訳（概要）
7,352.04㎡

5,404.58㎡
共 同 住 宅　３棟（５階）
集 会 所　１棟（平屋）
自転車置場　３棟（平屋）
付属建物
（プロパン庫、ポンプ・機械室）

土　地：
建　物：
消費税： 

28,800,000円
42,125,000円
2,106,250円

市が取得した吉田郡山宿舎
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視　点 地産地消の条例化に向けて

【研修報告】 産業建設常任委員会

地産地消への取組みを視察
８月24日～26日

前原市（福岡県）　　　　　熊本市（熊本県）
まえばる くまもと

まとめ　従来から農業者や農業者関係団体だけで推進されてきた農業振興策であるが、両市で
は農業・農村が市民共有の財産であることを認識した上で、市民全体で食料・農業・農村の
持つ力を育み、地産地消・食育・農村環境を守る運動によって、農業・農村づくりを推し進め
ていこうとする取組みであった。
安芸高田市においても、地産地消の条例制定を始め、市民参加の啓発等に生かしていきたい。

福岡県前原市
人　口： 69,218人
面　積：104.50㎢
世帯数： 25,140世帯
農家数：1,314戸
（H17年農林センサス）

視 察 テ ー マ視　察　地 内　　　　　　　　容

○地産地消推進計画について
○売れる野菜、こだわりの野菜作り
○全国最大級直売所（伊都菜彩）

○地産地消の拠点づくり
○特産品開発と販路の拡大

〔本市の課題と展望〕
○生産者と消費者、ＪＡ、行政で連携会議を設置し、それぞれが有機的な情報交流ができ
るシステムと市民参加の啓発が必要
○給食センターへの食材納入は、多品目食材の安定供給が不可欠であり、行政、ＪＡが生
産計画の指導、栽培指導等の体制整備

○H19年4月「農力を育む基本条例」
○H20年3月「農力を育む基本計画」
○「地産地消推進計画」を掲げ、H21年度からアク
ションプランを展開
○H19年JA糸島大型直売所「伊都菜彩」出荷者会
員が1,200名以上で、
　販売額25億円超(全国1、2位)を誇る
○市内には他に10箇所の地場産農産物直売所が
ある
○学校給食センターにおける地場産食材の利用
○行政職員の生産者支援（地場産野菜の購入券）

○地域の農業者や農業団体が運営主体となり、消
費者や市民と連携し、安全な農産物の提供、交流
事業に取組む「農をテーマにしたまちづくり」の
「農とぴあ事業」の展開
○12年度から地域農産物学校給食を推進
○市では生産流通課職員22名中、9名の農業関係
技術職員を配置している
○県農政事務所、JA熊本市営農指導員との連携を
とり具体的な指導を行っている

熊本県熊本市
人　口：677,375人
面　積：286.81㎢
世帯数：281,286世帯
農家数：5,888戸
（H17年農林センサス）

安芸高田市（参考）
人　口：32,380人
面　積：538.17㎢
世帯数：13,241世帯
農家数：4,437戸
（H17年農林センサス）

いとさいさい

産業建設産業建設
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視点１ 明石市に於ける環境対策への取り組み
平成 12 年から 22 年度までの環境基本計画が策定済み。
23 年度以降も第二次環境計画として段階的に発展させる取り組みが行われている。
市民参加型の環境基本計画であり、ISO14000 取得による市職員の意識改革にも重点が置か
れている。早くからの取り組みで内容が充実。

まとめ　

概要

【研修報告】 文教厚生常任委員会

兵庫県明石市など３市を視察
８月３日～５日

明石市（兵庫県）・茅野市（長野県）・北杜市（山梨県）を視察研修
あかし ちの ほくと

安芸高田市においても、職員の意識改革と、市民参加型の環境基本計画の策定が必要。

視点２ 茅野市の公民協働の福祉のまちづくり
在宅福祉サービスを軸にした、住民参加による地域福祉の計画的・総合的推進を図ってお
り、その先進性に着眼。
平成 8年「茅野市 21 世紀の福祉を創る会」が発足。民間主導のもと、保険医療・福祉の課題
に地域社会が連携する「福祉21ビーナスプラン（地域福祉計画）」が、平成12年4月スタート。

まとめ　

概要

全市民が福祉活動を通じて地域を活性化する構想（住みたいまちとして地域再生）は
魅力的であり、市民総ヘルパー構想に活かしたい。

視点２ 北杜市の学校規模適正化への取り組み
平成 19 年 12 月に「北杜市小中学校規模等審議会」を設置。
適正規模、適正配置、通学区域にかかわる基本的な方向について諮問。
平成 21 年 3 月　　　　　　内容：小学校：1学級 20 人以上　1学年 2学級以上
11 回の審議を経て答申　　　　　中学校：1学級 30 人以上　1学年 3学級以上

まとめ　

概要

安芸高田市教育委員会は、学校規模適正化委員会に、小学校の適正規模に関し諮問
している。北杜市との教育環境の違いはあるが、答申される内容との比較検討の参
考とする。

明 石 市（兵庫県）

茅 野 市（長野県）

北 杜 市（山梨県）

安芸高田市（参考）

人　　口
（万人）
２９

６

５

３

約

約

約

約

面　　積
（㎢）
４９

２６５

６０２

５３８

８９７

２０７

２７６

２０４　

一般会計予算
（億円） 研 修 の 目 的

｢環境基本条例｣｢環境基本計画｣の策定に向けて

市民総ヘルパー構想の確立に向けて

学校規模適正化に向けて

【各市の概況】

文教厚生文教厚生
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補

正

予

算

可
　
　
　
　
決

新型インフルエンザ
感染拡大防止へ

２,７２２万円
広島県内初の予防接種料金の独自助成制度

臨 時 会臨 時 会

入
本

　

助
成
対
象
者
の
決
め
方
は
。

　

小
・
中
・
高
校
な
ど
で
の
集
団
接
種
は
。

　

高
齢
者
へ
の
助
成
は
。

重
本
福
祉
保
健
部
長

　

対
象
者
は
国
の
優
先
順
位
に
従
い
決
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
法
に
よ
り
、
任

意
接
種
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
に
は
、
あ
る

程
度
免
疫
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

山
根

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
負

担
集
中
は
。

　

医
療
費
へ
の
影
響
は
。

　

受
験
期
の
中
・
高
校
生
へ
の
接
種
時
期
は
。

久
保
保
健
医
療
課
長

　

優
先
順
位
に
よ
り
順
次
接
種
と
な
り
ま
す

の
で
、
あ
る
程
度
集
中
は
防
げ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
２
、
３
０

０
万
円
ほ
ど
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

接
種
時
期
の
予
定
は
１
月
後
半
で
、
接
種

回
数
が
１
回
に
な
れ
ば
前
倒
し
と
な
り
ま
す
。

　
反
対
討
論
は
な
し

　
賛
成
討
論
は
入
本
・
山
本
・
山
根

１

２

３

４

５

６

７

優先順位 対 象 者 対 象 者 数（人）

【予防接種事業対象者】

妊婦

基礎疾患を有する者

乳幼児（１～６歳）

小学生低学年（～３年生）

１歳未満の乳児の保護者

小学生高学年（４年生～）

中学生

高校生

１００

３,０００

１,４１０

７５０

４４０

８１０

880

950

１０月２０日、第３回臨時会において、一般会計補正予算
新型インフルエンザ予防接種事業１件が審議され、原案どおり可決されました。

接種料金 市助成金 　　　　個人負担

一人あたりの接種料金（同一医療機関で接種した場合）

６,１５０円　－　３,６００円　＝　２,５５０円

質

疑

討

論
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シリーズ 議会マメ知識
～年賀状などのあいさつ状の禁止～

　議会の会議（定例会、臨時会、委
員会）は、広く市民のみなさんに
公開されています。
　まだ議会の会議を傍聴したこ
とがない方もたくさんいらっし
ゃると思います。 ぜひ一度、会議
を傍聴してみてください。
　会議の日程等の広報は、会議開
催前に、議会事務局が、有線・無
線放送、市役所内掲示板、市のホ
ームページ等でお知らせしてい
ます。

　公職選挙法第 147 条の 2 に「公職の候補者又は公職の候補者となろうとする
者（公職にある者を含む。）は、当該選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆に
よるものを除き、年賀状、寒中見舞状、暑中見舞状その他これらに類するあいさつ
状（電報その他これに類するものを含む。）を出してはならない。」と規定されてお
り、この禁止事項に違反した場合、違法行為として処罰されます。

　上記の「当該選挙区内」とは、市議会では「安芸高田市内」を指し、安芸高田市以外
にあいさつ状を送ることは禁止の対象とはなりません。
　「答礼のための自筆と認められないもの」は、
○印刷した時候のあいさつ状に、住所と氏名だけを自署したもの
○ワープロ作成による時候のあいさつ状

などが対象となります。　また、
○「喪中につき年賀のあいさつを失礼します」等の失礼のはがき
○年賀電報、電子郵便により送る年賀のためのあいさつ状
○ファックスにより送る年賀のためのあいさつ状

についても禁止の対象となります。

市民の皆様のご理解をお願いいたします。

議会を傍聴してみませんか
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広告を募集
しています

　あきたかた議会だよりでは、
広告掲載を募集しています。
　要領は、安芸高田市ホーム
ページをご覧ください。

市議会トピックス市議会トピックス

傍
聴
記

傍
聴
記

八
千
代
町

向
井 

義
成
さ
ん　

　
「
人
輝
く
安
芸
高
田
」

の
テ
ー
マ
か
ら
、
市
議

会
を
今
回
初
め
て
傍
聴

い
た
し
ま
し
た
。安
芸

高
田
市
の
地
域
性
、
特

異
性
、
課
題
等
が
よ
く

理
解
で
き
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

総
人
口
約
三
万
二
千

人
の
内
、
在
住
外
国
人

約
五
百
九
十
人
、
少
子

高
齢
化
の
課
題
と
ニ
ー

ズ
か
ら
、
外
国
人
の
労

働
力
の
補
充
は
行
政
、

企
業
及
び
地
域
社
会
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
、

緊
急
の
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。　

郷
土
の
雄
、毛

利
元
就
公
の
百
万
一
心

の
訓
を
現
代
に
生
か

甲
田
町反

田　

勉
さ
ん　

　

私
は
、
改
選
後
の
議

会
か
ら
数
回
傍
聴
し
た

の
で
、
そ
の
感
想
を
述

べ
ま
す
。

一
、
質
問
者
が
特
定
の

議
員
に
限
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

（
順
番
制
等
は
？
）特
に

新
人
議
員
は
自
分
の
思

想
を
持
っ
て
当
選
さ
れ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
率

先
し
て
意
見
を
述
べ
議

論
し
て
欲
し
い
。

「
私
は
こ
う
思
う
」

前
号（
第
22
号
）か
ら

議
会
だ
よ
り「
朗
読
テ
ー
プ
」の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
蜘
蛛
の
糸
」（
代
表

芦
田
道
子
さ
ん
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、
前
号

（
第
22
号
）
か
ら
朗
読
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
プ
へ
の
吹
き
込
み
は
、
記
事
そ
の
ま

ま
で
な
く
、
聞
き
手
の
立
場
に
立
っ
て
朗
読

内
容
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
方
法
等
の
詳
細
は
議
会
事
務

局
（
42

－

５
６
２
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

く　

も

二
、
議
会
は
執
行
部
の

事
務
上
の
課
題
や
問
題

点
を
指
摘
し
、議
論
し
、

進
歩
、
発
展
を
図
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
…

安
芸
高
田
市
議
会
は
全

員
が
与
党
議
員
の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
、質
問
、

答
弁
が
形
式
的
に
終
わ

っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。

三
、
市
全
体
に
地
域
振

興
会
組
織
が
確
立
し
て

い
る
の
で
、
地
域
議
員

と
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、定
期
的（
年
一
〜

二
回
）
に
話
し
合
い
の

機
会
を
も
っ
て
欲
し

い
。

お詫びと訂正

　第 22 号（21 年 8 月発
行）に掲載の内容に誤り
がありました。

• 5ページ文教厚生常任
委員会に掲載の「引き上
げの理由」欄において、一
人当たり医療費が 11 倍
となっていますが、正し
くは 1.1 倍となります。

•裏表紙「地域のかがや
き」甲田において紹介し
た、団体名が間違ってい
ました。
正しくは、「広島建設労働
組合三次支部甲田地区ボ
ランティアグループのみ
なさん」となります。

お詫び申し上げます。

し
、
国
際
的
見
地
か
ら

日
本
人
と
在
住
外
国
人

の「
相
互
理
解
」と
交
流

か
ら
、
地
域
活
性
化
と

地
域
振
興
が
興
れ
ば
と

思
い
ま
す
。



編
　
集
　
後
　
記

地域のかがやき地域のかがやき

　

秋
の
穫
り
入
れ
も
終
わ
り
、
各
地
域

が
秋
ま
つ
り
で
賑
わ
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

議
会
だ
よ
り
発
行
23
号
を
送
り
ま
す

が
、
９
月
定
例
会
に
36
名
の
方
に
傍
聴

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
紙
は
「
に
わ
と
り
」
で
す
。

私
た
ち
の
食
生
活
に
お
い
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
食
材
の
「
た
ま
ご
」
を
産

ん
で
く
れ
ま
す
。
こ
の
に
わ
と
り
を
育

て
、
た
ま
ご
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
養

鶏
農
家
の
方
々
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
、農
作
物
を
作
っ
た
り
、

家
畜
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
は
風

邪
な
ど
引
か
れ
ま
せ
ん
よ
う
、
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

（
前
川 　

正
昭
）

〈
発
行
責
任
者
〉議　
　

長　

藤
井　

昌
之

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

委
員
長　

宍
戸　

邦
夫

副
委
員
長　

山
根　

温
子

委　
　

員　

前
重　

昌
敬

児
玉　

史
則

大
下　

正
幸

前
川　

正
昭

吉　田 八千代

美土里 高　宮

甲　田 向　原

２０
０
９ （
平
成
２１
）年
１１
月
１
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会
　
編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９１
番
地
 TEL（

0826
）42
-5621

　FA
X（
0826

）47
-0250   h

ttp
://w
w
w
.a
k
ita
k
a
ta
.jp
/

第
２３
号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
輝
く
・
安
芸
高
田

八千代町勝田山梨行政区

向原こばと園運動会

安芸高田市中学校駅伝競走大会in高宮

地域を美しく
　　　　～のり面美化作業

湧永ハンドボール部 湧永レオリック

新米でもちつき

第1回美土里米舞まつり（１０月２５日）

郷野地区振興会

襷をつなげ！走れ！
　　　　　県大会に向かって！

元気に遊ぼう向原っ子トキめき新潟国体優勝

地域と小学校の
芋ほり交流

まいまい

たすき

（１０月１７日）
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